
令
和
六
年
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
地
球
の
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
に
世
界
的
な
感
染
症
の
大
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
は
公
衆
衛
生
学

担
当
で
す
の
で
、
十
四
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ペ
ス
ト
の
大

流
行
、
十
九
〜
二
〇
世
紀
に
世
界
各
地
で
の
コ
レ
ラ
の
大
流

行
等
、
感
染
症
の
歴
史
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
ま
す
。
直
近

で
は
一
九
一
八
年
〜
一
九
二
〇
年
に
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
が
全
世

界
的
に
起
こ
り
ま
し
た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
ま
さ
し
く
百
年
振
り
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
す
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
天
災
と
は
異
な
り
、
地
球
の
温
暖
化
同
様
、
人

類
が
関
わ
っ
て
起
こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
生
し
た
時
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
は
社
会
全
体
の
問
題
で
あ

り
、
個
々
人
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
予
防
接
種
を
受
け
、
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
、

自
粛
生
活
を
送
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
当
初
、
情

報
が
錯
綜
し
、
不
安
な
日
々
を
送
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
も
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
、
突
然
、
遠
隔
授
業

と
な
り
、
助
手
さ
ん
の
力
を
借
り
て
動
画
等
の
教
材
を
作
っ

た
り
、
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
マ
ナ
ビ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
利
用
す
る
教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
、
教
材
配

布
機
能
、
レ
ポ
ー
ト
機
能
、
小
テ
ス
ト
機
能
、
コ
メ
ン
ト
機

能
等
が
あ
り
個
別
指
導
が
可
能
な
ツ
ー
ル
）
を
利
用
し
て
学

生
と
の
や
り
取
り
を
し
た
り
と
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
間
の
経
験
が
生
き
、
対
面
授
業
と
な
っ
た
今
で
も
マ
ナ
ビ

ー
を
活
用
し
、
そ
の
折
作
成
し
た
動
画
等
を
使
っ
て
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
世
代
の
学
生
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
ス
キ

ル
は
コ
ロ
ナ
前
の
学
生
よ
り
格
段
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
後
引
き
続
き
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
会
議
を

行
う
等
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方
が
で
き
る

会
社
も
出
現
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
必
ず
し
も
禍
（
わ

ざ
わ
い
）
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

余
暇
の
使
い
方
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
、
新
た
な
楽
し
み

を
発
見
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
間
、
ウ

サ
ギ
を
二
羽
家
族
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
の
好
き

な
ウ
サ
ギ
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
話
を

ご
紹
介
し
ま
す
。「
ウ
サ
ギ
は
寂
し
い
と
死
ぬ
」
と
か
「
水

を
飲
ま
せ
る
と
死
ぬ
」
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全

く
の
嘘
で
、
ウ
サ
ギ
は
単
独
行
動
を
好
み
ま
す
。
ま
た
、
水

が
な
い
と
脱
水
症
状
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。「
ウ
サ
ギ
は

目
を
開
け
た
ま
ま
眠
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
本
当
で
す
。
ウ
サ
ギ
は
ほ
ぼ
目
を
開
け
て
眠
っ
て
い
ま

す
。
目
を
閉
じ
て
い
る
時
は
非
常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る

時
だ
け
で
、
目
が
開
い
て
い
て
も
鼻
が
ヒ
ク
ヒ
ク
動
い
て
な

い
時
は
眠
っ
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

話
、
ご
存
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

今
年
は
十
干
で
甲
、
十
二
支
で
辰
に
あ
た
る
「
甲
辰
（
き

の
え
た
つ
）」
の
年
で
、
今
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ
と
が
新

し
い
形
と
な
っ
て
大
き
く
成
長
す
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
症
法
の
五
類
と
な
り
、
通
常
の
生

活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
に
よ
り
失
わ
れ
た
三
年
半
と
考
え
ず
に
、
こ
の
間
に
新
た

に
身
に
付
け
た
ス
キ
ル
や
新
た
に
見
つ
け
た
余
暇
の
過
ご
し

方
を
生
か
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

①学部長・学科主任について
2024 年 3月をもって、人間生活学科主任の奥田紫乃先生が任を終えら
れ、4月より藤本純子先生が就任されました。生活科学部長は山本寿先

生が、食物栄養科学科主任は杉浦実先生が、昨年度に引き続きそれぞれ任にあたられます。
②第 38回管理栄養士国家試験の全国の平均合格率 49.3％、全国管理栄養士養成施設（新卒）の平均合格
率 80.4％に対し、本学管理栄養士専攻新卒の合格率は 97.6％（84名受験中 82名合格）でした。
③人間生活学科では 2024 年度入学生より、所定の科目を必要単位数修得して卒業することで、二級建築
士・木造建築士の受験資格が得られるようになりました。

No. 65

2024年 6月

同志社女子大学
生 活 科 学 会

生活科学部短信

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

吉
田

香
（
生
活
科
学
会
長
）

（１） No. 65 同志社女子大学生活科学会通信 2024年 6月



【
人
間
生
活
学
科
２
年
次
科
目

地
域
計
画
学
演
習
】

地
域
計
画
学
演
習
は
、
具
体
的
な
地
域
を
対
象
に
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
を
行
う
授
業
で

す
。
人
間
生
活
学
科
の
学
び
の
三
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
人
と
人
が
共
に
暮
ら
す
「
つ
な
が
り
」
分
野

の
授
業
で
あ
り
、
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
五
感
を
使
っ
て
地
域
を
歩
き
、
住
民
と
交
流

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
本
質
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

二
〇
二
三
年
度
か
ら
は
、
京
都
府
京
丹
後
市
の
「
夢
ま
ち
創
り
大
学
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支

援
を
受
け
、
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
活
動
地
域
は
、
市
の
中
心
的
な
市
街
地
で
あ
る
峰
山
東
地

区
。
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
な
い
も
の
の
、
ま
ち
の
中
に
は
高
校
生
が
夢
を
語
れ
る
居
場
所
、
移

住
者
と
地
元
と
の
接
点
に
な
っ
て
い
る
カ
フ
ェ
、
個
人
で
ガ
レ
ー
ジ
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
地
域

に
開
い
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、
女
性
が
活
躍
す
る
お
祭
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
！

と
始
め
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
熱
い
思
い
を
も
っ
て
地
域
に
貢
献
す
る
人
々
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
履
修
し
て
い
る
学
生
も
教
員
も
刺
激
を
受
け
、
そ
の
よ
う
な
現
地
を
訪
れ
て
し

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
空
間
・
活
動
・
人
々
の
姿
を
広
く
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
学
修
成
果
と
し

て
企
画
・
作
成
し
ま
し
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
議
論
を
し
、
人
の
顔
や
思
い
が
見
え
る
も
の
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
調
査
の
中
で
感
じ
た
「
つ
な
が
る
」「
楽
し
む
」「
パ
ワ
フ
ル
」「
前
向
き
」「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
伝
わ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
写
真
の
選
定
、
記
事

の
作
成
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
学
生
自
ら
が
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
最
終
的
に
８
ペ
ー
ジ
の
誌
面
を
行
政
や
地

域
の
方
々
に
お
披
露
目
を
し
、
そ
の
成
果
に
対
し
て

感
想
や
意
見
を
も
ら
え
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
魅
力
に
改
め
て
気
づ
く
機

会
に
な
っ
た
と
高
評
価
も
受
け
、
広
く
住
民
に
読
ん

で
も
ら
う
べ
く
全
戸
配
布
が
さ
れ
た
と
い
う
嬉
し
い

知
ら
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
地
域
愛
が
伝
わ
っ
て
い
て
、
と
て
も
パ
ワ
ー
を

も
ら
え
た
」「
楽
し
い
を
原
動
力
に
し
た
守
る
べ
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
と
思
っ
た
」「
現
代
で
お
祭
り
を

存
続
す
る
こ
と
の
意
義
が
学
べ
た
」
と
い
っ
た
参
加

学
生
の
感
想
か
ら
、
行
政
や
地
域
と
連
携
し
た
実
践

的
な
授
業
が
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
授
業
を

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
食
物
栄
養
科
学
科
食
物
科
学
専
攻
３
年
次
科
目

食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

本
学
と
京
都
市
が
締
結
し
た
包
括
連
携
協
定

（
※
）
の
一
環
と
し
て
、
主
に
京
都
の
食
品
関

連
企
業
と
連
携
し
、
学
生
た
ち
が
食
品
の
生
産

か
ら
加
工
・
流
通
ま
で
を
学
び
、
新
商
品
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
三
企
業

様
の
協
力
を
得
て
、
学
生
な
ら
で
は
の
発
想
で

新
商
品
の
開
発
や
販
売
促
進
方
法
に
つ
い
て
の

実
証
試
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

昨
年
度
取
り
組
ん
だ
各
課
題
は
以
下
の
通
り
で
す
。

《
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
》

①
丸
大
食
品
株
式
会
社
チ
ー
ム

テ
ー
マ：

女
子
大
生
が
食
べ
た
い
ハ
ン
バ
ー
グ
│
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発

②
株
式
会
社
ロ
ー
ヤ
ル
チ
ー
ム

テ
ー
マ：

バ
ナ
ナ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
商
品
開
発

③
株
式
会
社
デ
ル
タ
チ
ー
ム

テ
ー
マ：

SD
G
s

と
京
都
ら
し
さ
を
軸
に
し
た
デ
ィ
ッ
プ
・
シ
リ
ー
ズ
の
開
発

学
生
達
か
ら
は
こ
の

科
目
を
経
験
し
て
良
か

っ
た
と
い
う
多
く
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
た
に

二
つ
の
企
業
様
に
も
ご

参
画
頂
き
、
計
五
チ
ー

ム
で
の
取
り
組
み
が
進

行
中
で
す
。

※
本
学
と
京
都
市
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に
「『
食
』
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
と
人
材
育
成
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
京
都
市
の
食
に
関
す
る
施
策
と
本
学
生
活
科
学
部
に
お
け
る
教

育
・
研
究
の
充
実
・
発
展
を
目
的
に
連
携
協
力
し
て
い
ま
す
。

産官学連携による学び
～生活科学部で実施されている企業や行政と連携した実践的な授業を紹介します～

丸大食品チームが開発した
柚子胡椒味のチキンハンバーグ

ローヤルチームがブランディングした
同女美人バナナ：「あおば」と「いろは」

デルタチームが開発したディップシリーズ

2024年 6月 同志社女子大学生活科学会通信 No. 65 （２）



生
活
科
学
部
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
衣
食
住
を
考
え
る
Ⅰ
〜
Ⅳ
」

近
年
、
包
括
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
す
た
め
、

SD
G
s

を
経
営
戦
略
等
に
取
り
入
れ
る
企
業
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
生
活
科
学
部
で
は
、
今
回
初
の
試
み
と
し
てSD

G
s

に
実
践
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
・
団
体
か
ら
専
門
家
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、SD

G
s

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
や
企
業
で

の
取
組
事
例
等
、
国
内
外
で
の
最
新
の
事
例
を
学
ぶ
生
活
科
学
部

特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。

Ⅰ
．
五
月
二
二
日
（
水
）
一
五
時
〜
一
六
時
三
〇
分

SD
G
s

を
実
現
す
る
た
め
の
農
業
と
食
品
産
業

（
株
式
会
社

ア
グ
リ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

代
表
取
締
役

社
長

藤
井
滋
生
氏
）

Ⅱ
．
七
月
一
〇
日
（
水
）
一
五
時
〜
一
六
時
三
〇
分

入
居
者
と
「
希
望
あ
る
団
地
暮
ら
し
」
を
共
に
育
て
る

（
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社

戦
略

調
整
室

片
岡
有
吾
氏
）

Ⅲ
．
一
一
月
六
日
（
水
）
一
五
時
〜
一
六
時
三
〇
分

イ
オ
ン
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営

〜
企
業
市
民
の
一
員
と
し

て
の
責
任
〜

（
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

Ｍ
Ｄ
改
革
本
部

商
品
戦

略
部

部
長

横
田
大
輔
氏
）

Ⅳ
．
一
一
月
二
七
日
（
水
）
一
五
時
〜
一
六
時
三
〇
分

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

〜
お
買
い
物
と
は
ど
ん
な
社
会
に
一
票

を
投
じ
る
か
と
い
う
こ
と
〜

（
有
限
会
社

シ
サ
ム
工
房

取
締
役

人
見
と
も
子
氏
）

（
問
い
合
わ
せ
先：

生
活
科
学
部
事
務
室

〇
七
五
│
二
五
一
│
四
二
一
一

seikat-i@
dw
c.doshisha.ac.jp

）

同
志
社
女
子
大
学

管
理
栄
養
士
養
成
課
程

創
設
五
十
五
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

│
栄
養
士
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
だ
軌
跡
と
未
来
に
繋
げ
る

新
し
い
カ
タ
チ
│

【
内
容
】

本
学
の
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
は
、
今
年
で
五
十
五
年
目
の
時

を
迎
え
ま
す
。
五
十
五
年
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
と
と
も
に
、
先
駆
的

な
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
本
学
卒
業
生
の
管
理
栄
養
士
を
招
聘
し
、

こ
の
先
さ
ら
に
活
躍
で
き
る
近
未
来
の
管
理
栄
養
士
像
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
・
在
学
生
の
み
な

ら
ず
、
高
校
生
な
ど
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
日
時
】
十
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
〜
三
時
半

【
場
所
】
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

楽
真
館

Ｒ
四
〇
一
教
室

【
講
師
】
赤
松

利
恵

氏
（
大
学
教
授
）

櫻
井

千
佳

氏
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
管
理
栄
養
士
）

上
島

順
子

氏
（
病
院
管
理
栄
養
士
）

梶
浦

祥
代

氏
（
栄
養
教
諭
）

カ
フ
ェ
で
「
バ
イ
ト
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
学
ぶ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
中
！

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
京
都
市
と
の
包
括
連
携
（
前
頁
の
※
）

を
元
に
し
た
、
株
式
会
社B

A
K
ER
U

が
経
営
す
る
み
や
こ
め
っ

せ
内
カ
フ
ェA

B
U
R
U

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

二
〇
二
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
学
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
私
た
ち
は
、
今
年
は
「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
あ
っ
た
ら
買
う

お
か
ず
」
を
話
し
合
い
、
一
月
に
東
別
館
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
設

置
し
て
、
お
で
ん
と
韓
国
料
理
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

お
で
ん：

販
売
時
期
が
体
調
を
崩
し
が
ち
な
試
験
前
な
の
で
、
栄

養
満
点
で
体
が
温
ま
る
お
で
ん
を
販
売
し
ま
し
た
。
出
汁
を
理
想

の
味
に
近
づ
け
る
た
め
試
作
を
繰
り
返
し
、
個
々
の
食
材
に
合
わ

せ
た
煮
込
み
時
間
の
調
節
や
、
原
価
計
算
、
販
売
方
法
な
ど
考
慮

し
て
商
品
開
発
し
ま
し
た
。
実
際
に
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

た
時
や
完
売
し
た
日
は
強
い
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ビ
ビ
ン
バ：

価
格
が
安
く
、
調
理
が
簡
便
な
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

最
初
は
キ
ン
パ
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
海
苔
を
巻
く
作
業
が
手
間

だ
っ
た
た
め
、
材
料
が
ほ
ぼ
同
じ
で
よ
り
簡
単
な
ビ
ビ
ン
バ
に
変

更
し
ま
し
た
。
具
材
の
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
工
夫
し
、
提
供
ま
で
の

時
間
が
短
く
、
仕
込
み
が
簡

単
で
手
頃
な
価
格
で
見
栄
え

す
る
商
品
を
提
供
で
き
ま
し

た
。四

月
か
ら
は
牛
す
じ
カ

レ
ー
と
バ
ナ
ナ
ス
ム
ー
ジ
ー

な
ど
の
販
売
に
取
り
組
ん
で

い
て
、
現
在
第
四
期
メ
ン
バ

ー
を
募
集
中
で
す
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
後
輩
と
一
緒
に
働
け

る
こ
と
を
、
一
同
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！

二
〇
二
四
年
度A

B
U
R
U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
学
生
一
同

（
四
月
現
在
七
名
）

参加費：無料

事前申し込み：
QR コードからお願いします。

問い合わせ先：
生活科学部国家試験対策室
seikat05@dwc.doshisha.ac.jp

（３） No. 65 同志社女子大学生活科学会通信 2024年 6月



生
活
科
学
会

大
会
報
告

第
五
十
七
回
同
志
社
女
子
大
学
生
活
科
学
会
大
会

を
二
〇
二
三
年
七
月
五
日
（
水
）
午
後
三
時
か
ら
楽

真
館
四
〇
一
教
室
に
て
川
﨑
祐
子
先
生
を
会
長
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決

算
報
告
、
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
に

つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
料
理
研
究
家

大
原
千
鶴
氏
に
よ
る
講

演
会
「
や
さ
し
い
和
食
で
ム
ダ
な
く
美
味
し
く
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
料
理
は
毎
日
の
こ
と
だ
か
ら
美
味
し

さ
に
影
響
が
な
け
れ
ば
省
け
る
手
間
は
省
い
た
ら
よ

い
、
と
い
う
心
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
細
か
い
こ
と
に
捉
わ
れ
ず
シ
ン
プ
ル
に
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
美
味
し
く
楽
し
く
作

る
こ
と
が
心
も
体
も
健
康
に
し
、
み
ん
な
を
元
気
に

幸
せ
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

京
都
の
和
菓
子
の
老
舗
「
亀
屋
良
長
」
で
京
菓
子
の
手
づ
く
り
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
最
初

に
和
菓
子
の
発
祥
と
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
秋
ら
し
い
柿
と
紅
葉
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
和
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。
和
菓
子
は
昔
か
ら
変
化
す
る
こ
と
な
く
作
ら
れ
続
け
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
代
や
文
化
の
発
展
と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
、
現
在
も
洋
菓
子
と
の
コ
ラ

ボ
やSD

G
s

の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
進
化
し
続
け
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。

和
菓
子
を
作
る
の
は
初
め
て
で
、
２
色
の
生
地
を
く
っ
つ
け
て
ぼ
か
す
と
い
う
単
純
な
作
業
で

も
、
き
れ
い
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
が
難
し
く
苦
戦
し
ま
し
た
。
見
本
と
同
じ
よ
う
に

は
作
れ
な
か
っ
た
で
す
が
、
自
分
で
頑
張
っ
て
作
っ
た
和
菓
子
は
愛
着
が
湧
き
食
べ
る
の
が
も
っ

た
い
な
か
っ
た
で
す
。

最
後
に
、
普
通
は
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
乾
燥
す
る
前
の
落
雁
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
口
の
中
で
ほ
ろ
っ
と
溶
け
る
よ
う
に
崩
れ
て
と
て
も
美
味
し
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

和
菓
子
が
食
べ
た
い
と
い
う
単
純
な
理
由
で
友
達
と
参
加
し
た
体
験
で
し
た
が
、
美
味
し
い
だ
け

で
な
く
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
Ｓ
Ｋ
４
年

）

紅
茶
専
門
家
の
福
田
万
弓
さ
ん
に
よ
る
、
本
場
の
美
味
し
い
紅
茶
を
知
る
紅
茶
講
習
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
紅
茶
を
よ
く
飲
ん
で
い
た
た
め
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
体
験
を
通
し
て
世
界

の
紅
茶
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
点
に
惹
か
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
映
像
を
見
な
が
ら
、
茶
葉
の
製
造
工
程
や
背
景
、
文
化

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茶
葉
が
育
つ
地
形
な
ど
の
環
境
に
よ
り
、
香
り
に
違
い

が
あ
る
こ
と
で
、
飲
み
方
に
ス
ト
レ
ー
ト
向
け
や
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
向
け
と
い
っ
た
特
徴
が
分
か
れ

る
こ
と
を
知
り
、
茶
葉
の
可
能
性
や
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
茶
葉
の
特
徴
を
踏
ま

え
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
テ
ィ
ー
テ
イ
ス
タ
ー
の
茶
道
具
を
用
い
て
世
界
三
大
紅
茶
の
飲
み
比
べ
を
行

い
ま
し
た
。
繊
細
で
慣
れ
な
い
工
程
で
し
た
が
、
丁
寧
な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
だ
き
、
上
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
紅
茶
３
種
類
は
、
香
り
、
味
わ
い
、
色
が
全
て
異
な

り
、
楽
し
い
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
、
茶
道
具
を
用
い
な
が
ら
紅
茶
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
な
か
な
か
知
る
こ
と
の
出

来
な
い
紅
茶
の
深
さ
を
体
感
し
、
贅
沢
な
心
温
ま
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
二
〇
二
三
年
度
Ｌ
卒

）

見
学
会
報
告
「
京
菓
子
手
づ
く
り
体
験
」

研
究
会
報
告
「
本
場
の
美
味
し
い
紅
茶
を
知
る
『
贅
沢
な
紅
茶
時
間
』」

2024年 6月 同志社女子大学生活科学会通信 No. 65 （４）



『
同
志
社
女
子
大
学
生
活
科
学
』
第
五
十
七
巻
・
内
容

（
二
〇
二
四
年
発
行
）

学
会
で
は
年
一
回
会
誌
『
同
志
社
女
子
大
学
生
活
科
学
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
三
年
度
は
第
五
十
七
巻
を
発
行
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
方
で
購
読
ご
希
望
の

方
は
五
百
円
（
送
料
込
み
）
を
お
振
込
み
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
折
り
返
し
会
誌

を
お
送
り
し
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
四
十
四
巻
か
ら
論
文

を
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も

こ
の
会
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
稿
規
定
と
原
稿
の
書
き
方
は
生
活
科
学

会
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。
原
稿
締
切
り
は
毎
年
十
月
中
旬
で
す
。

〈
原
著
論
文
〉

女
子
大
学
生
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
傾
向
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
に
対
す
る
態
度
に
お
よ
ぼ
す
影
響
…
諸
井

克
英
・
石
田

真
嬉

「
メ
ン
ヘ
ラ
」
系
ア
イ
ド
ル
の
登
場
（
Ⅰ
）

│
│
少
女
性
と
メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
の
歪
ん
だ
結
合
│
│
…
諸
井

克
英
・
寺
谷

桜
花

「
メ
ン
ヘ
ラ
」
系
ア
イ
ド
ル
の
登
場
（
Ⅱ
）

│
│
《
ア
ー
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
》
に
よ
る
「
少
女
」
回
帰
の
企
み
│
│

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
諸
井

克
英
・
寺
谷

桜
花

冷
え
性
を
形
成
す
る
要
因
の
解
析

│
│
生
理
的
指
標
と
主
観
的
症
状
の
関
連
性
に
関
す
る
研
究
│
│

…
…
森

紀
之
・
市
原

千
里
・
広
瀬

絢
菜
・
喜
多
乃
恵
留
・
田
中

千
晶

〈
資

料
〉

評
価
環
境
の
違
い
が
景
観
の
印
象
評
価
結
果
に
及
ぼ
す
相
違
の
可
能
性

│
│
Ｓ
Ｄ
法
を
用
い
た
評
価
│
│
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
齋
藤

朱
未

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１２
）
名
前
に
数
字
の
百
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
１
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１２
）
名
前
に
数
字
の
百
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
２
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１２
）
名
前
に
数
字
の
百
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
３
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１２
）
名
前
に
数
字
の
百
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
４
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１３
）
名
前
に
数
字
の
百
一
〜
八
百
が
つ
く
食
べ
物
…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１４
）
名
前
に
数
字
の
千
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
１
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１４
）
名
前
に
数
字
の
千
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
２
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１４
）
名
前
に
数
字
の
千
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
３
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１４
）
名
前
に
数
字
の
千
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
４
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１４
）
名
前
に
数
字
の
千
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
５
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１４
）
名
前
に
数
字
の
千
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
６
）…
…
森
田

潤
司

数
の
つ
く
食
べ
物
（
１４
）
名
前
に
数
字
の
千
が
つ
く
食
べ
物
（
そ
の
７
）…
…
森
田

潤
司

■
人
間
生
活
学
科

研
究
室
名
称
変
更
に
つ
い
て

人
間
生
活
学
科
で
は
、
学
科
の
学
び
の
内
容
や
各
教

員
の
専
門
分
野
な
ど
を
考
慮
し
、
各
研
究
室
の
学
び
の

内
容
が
学
内
外
か
ら
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
二
〇

二
四
年
度
よ
り
次
の
５
つ
の
研
究
室
名
称
を
変
更
し
ま

し
た
。

被
服
学
研
究
室
（
藤
本
）

↓

被
服
造
形
研
究
室

住
居
計
画
研
究
室
（
塚
田
）

↓

居
住
空
間
研
究
室

住
生
活
学
研
究
室
（
奥
田
）

↓

居
住
環
境
研
究
室

都
市
空
間
研
究
室
（
麻
生
）

↓

都
市
計
画
研
究
室

環
境
計
画
学
研
究
室
（
齋
藤
）
↓

地
域
計
画
研
究
室

生活科学会運営委員（2024 年度） （敬称略）

吉田 香（会長） 村上 恵（副会長）
麻生 美希 神田 知子 倉橋 優子
村井 陽平 奥田 紫乃 米田 祐子

人間生活 食物科学 管理栄養
4年次
3年次
2年次
1年次

尼川佐知子

教 員

卒業生

院 生

在学生

事務局

2023 年度生活科学会決算書
（自 2023 年 4月 1日～至 2024 年 3月 31 日）

□経常会計 （単位：円）
決算
3,002,000

0
158

57,000
14,500
18,000

3,091,658
115,473
157,788
120,340
159,500
642,413
171,066

0
51,053
585,180
12,729
1,524

0
2,017,066
1,074,592
11,203,482
12,278,074

□奨学金会計
決算

415
0
0

415
650,000
650,000

△649,585
21,053,920
20,404,335

予算
3,060,000

0
150

57,000
15,000
15,000

3,147,150
120,000
160,000
99,000
159,500
600,000
170,000

0
70,000
600,000
20,000
1,500

0
2,000,000
1,147,150
11,203,482
12,350,632

予算
500
0
0

500
650,000
650,000

△649,500
21,053,920
20,404,420

項目
会費
寄付
利息
雑収入
研究会運営費
見学会所要費

収入 計
大会運営費
研究会運営費
見学会所要費
備品費
印刷費
通信費
交通費
文具雑品費
アルバイト費
雑費
租税公課
奨学金運営費振替

支出 計
当年度収支差額
前年度繰越金
次年度繰越金

項目
利息
寄付
奨学金運営費

収入 計
奨学金

支出 計
当年度収支差額
前年度繰越金
次年度繰越金

収
入

支
出

収
入

支
出

奨
学
金
の
お
知
ら
せ

生
活
科
学
会
で
は
、
本
学
生
活
科
学
部
に
所
属

す
る
学
生
・
院
生
に
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
募
集
は
９
月
に
行
い
ま
す
。
詳
細
は
同
志
社

女
子
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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服
飾
文
化
（
平
光
）
研
究
室

服
飾
文
化
研
究
室
は
新
た
に
１２
名
の

ゼ
ミ
生
が
加
わ
り
新
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
３
回
生
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の

仕
組
み
や
流
れ
を
学
び
、
４
回
生
は
就

職
活
動
と
並
行
し
て
、
各
々
興
味
を
も

っ
た
テ
ー
マ
で
卒
業
論
文
に
取
り
組
み

ま
す
。
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
く

中
で
、
皆
が
健
康
に
、
そ
し
て
充
実
し

た
一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
精
一
杯
サ

ポ
ー
ト
し
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
助
手

佐
野

）

被
服
造
形
（
藤
本
）
研
究
室

被
服
造
形
研
究
室
は
４
年
生
１３
人
、

３
年
生
１２
人
の
計
２５
人
の
ゼ
ミ
で
す
。

３
年
生
で
は
真
綿
の
マ
フ
ラ
ー
や
自
ら

加
工
し
た
布
で
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
の
ド

レ
ス
を
製
作
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
は
、
針
仕
事
の
文
化
や
１９
世

紀
の
ド
レ
ス
に
つ
い
て
学
習
し
、
そ
の

魅
力
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
４
年
生
で

は
今
ま
で
の
学
び
を
活
か
し
て
卒
業
論

文
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
発
揮
し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。

（
ゼ
ミ
生
一
同
）

居
住
環
境
（
奥
田
）
研
究
室

今
年
度
は
１２
名
の
３
回
生
と
４
名
の

院
生
を
迎
え
、
計
２９
名
の
ゼ
ミ
生
と
共

に
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
４

回
生
と
院
生
は
、
卒
業
論
文
と
修
士
論

文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
３
回
生
も
グ

ル
ー
プ
調
査
の
課
題
を
決
定
し
、
調
査

の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
大
学
生
活
が
よ
り
良
い
も
の
に
な

る
よ
う
、
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

助
手

宮
田

）

居
住
空
間
（
塚
田
）
研
究
室

本
研
究
室
は
今
年
度
、
新
た
に
１０
名

の
３
年
生
を
迎
え
入
れ
、
２２
名
（
４
年

生
１２
名
）
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

ゼ
ミ
生
の
皆
様
は
、
塚
田
先
生
の
ご
指

導
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
や
課
題
、

就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
、
よ
り
活
発
に
様
々

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

皆
様
が
充
実
し
た
一
年
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

（
助
手

水
野

）

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン（
村
井
）研
究
室

本
研
究
室
は
今
年
度
１２
名
の
３
回
生

を
迎
え
、
計
２５
名
に
な
り
ま
し
た
。
卒

業
年
次
の
４
回
生
は
論
文
・
制
作
の
テ

ー
マ
に
向
き
合
い
、
日
々
悩
み
な
が
ら

も
一
生
懸
命
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

３
・
４
回
生
の
一
部
メ
ン
バ
ー
は
、
伝

統
工
芸
に
携
わ
る
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
参
加
す
る
予
定
で
す
。
昨
年
度
よ
り

も
賑
や
か
に
な
っ
た
研
究
室
で
、
私
も

助
手
と
し
て
よ
り
一
層
の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
助
手

江
口

）
生
命
倫
理
学
（
小
﨑
）
研
究
室

生
命
倫
理
学
研
究
室
で
は
、
今
年
度

は
、
４
年
次
生
５
名
で
ゼ
ミ
活
動
を
行

い
ま
す
。
各
々
、
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ

と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
様
々
な
課
題
を

こ
な
し
、
時
に
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
相
互

議
論
も
交
え
な
が
ら
学
び
を
深
め
て
い

き
ま
す
。
私
も
助
手
と
し
て
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
学
生
を
精
一
杯
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
助
手

田
中

）

地
域
計
画
（
齋
藤
）
研
究
室

今
年
度
よ
り
、
環
境
計
画
学
研
究
室

の
名
称
が
地
域
計
画
研
究
室
に
変
更
さ

れ
、
ま
た
新
た
に
ゼ
ミ
生
、
大
学
院
生

を
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

３
回
生
は
文
献
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

中
心
に
、
４
回
生
と
院
生
は
論
文
に
向

け
て
調
査
を
進
め
る
な
ど
、
各
自
の
研

究
テ
ー
マ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
学
生
の
皆
様
が
実
り
あ
る
一
年

を
過
ご
せ
る
よ
う
、
私
も
微
力
な
が
ら

精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で

す
。

（
助
手

西
澤

）

都
市
計
画
（
麻
生
）
研
究
室

今
年
度
は
３
回
生
８
名
を
迎
え
、
１５

名
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
３
回
生

は
奈
良
き
た
ま
ち
エ
リ
ア
を
対
象
地
と

し
た
民
学
官
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
地
域
課
題
解
決
に

向
け
て
の
提
案
を
現
地
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
４
回
生
は
卒
業
論
文
執
筆
に
む

け
て
研
究
テ
ー
マ
を
絞
り
、
先
行
研
究

調
査
や
資
料
収
集
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
よ
り
良
い
環
境
で
学
び
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
、
私
も
努
め
て
参
り
ま

す
。

（
助
手

黒
木

）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
土
井
）
研

究
室こ

の
春
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
新
た
に
１５
名
の
三
年
生
を
迎
え
、

計
２８
名
の
ゼ
ミ
生
と
共
に
本
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
研
究
室
の
四
年
生
は

京
都
市
内
の
観
光
触
知
図
製
作
や
視
覚

障
が
い
者
に
配
慮
し
た
触
覚
情
報
付
き

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
テ
キ
ス

ト
の
検
討
な
ど
、
各
々
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
私
も
土
井
先
生
と
共

に
、
微
力
な
が
ら
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。

（
助
手

山
田

）

調
理
学
（
村
上
）
研
究
室

本
研
究
室
は
食
物
科
学
専
攻
の
学
生

７
名
、
管
理
栄
養
士
専
攻
の
学
生
３
名

と
、
村
上
先
生
、
助
手
の
中
野
さ
ん
の

１２
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
酒
の
調
理
効
果

と
ト
マ
ト
の
冷
凍
処
理
、
ア
ル
カ
リ
イ

オ
ン
水
を
用
い
た
各
種
麺
の
物
性
変
化

に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
専
攻
の
垣
根
を
超
え
て
、
１
年

間
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

（
ゼ
ミ
生
一
同
）

調
理
科
学
（
真
部
）
研
究
室

今
年
は
９
名
の
ゼ
ミ
生
が
３
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

ご
と
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

全
国
の
う
ど
ん
出
汁
を
テ
ー
マ
と
し
た

２
チ
ー
ム
と
、
官
能
評
価
チ
ー
ム
で

す
。
就
活
で
忙
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
研
究
室
は
何
か
と
に
ぎ
や
か
な
毎

日
で
す
。
助
手
１
年
目
で
慣
れ
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
や
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年

度
も
本
研
究
室
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
助
手

丹
下

）

栄
養
教
育
学
（
片
井
）
研
究
室

葉
桜
の
季
節
と
な
り
、
日
中
は
汗
ば

む
日
も
で
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
が
始

ま
っ
て
か
ら
早
一
か
月
、
授
業
に
実
習

に
と
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
助
手
と
し
て
再
び
同

志
社
女
子
大
学
に
通
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
嬉
し
さ
と
感
慨
深
い
気

持
ち
を
感
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
学
生
の
学

び
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
助
手

和
田

）

実
践
栄
養
学
（
小
切
間
）
研
究
室

今
年
の
ゼ
ミ
は
、
学
童
期
、
妊
娠

期
、
高
齢
期
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
分

か
れ
て
、
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ゼ

ミ
生
同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
コ
ツ

コ
ツ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く

だ
さ
る
小
切
間
先
生
、
困
っ
た
時
に
助

け
て
く
だ
さ
る
助
手
の
村
上
さ
ん
、
共

同
研
究
先
の
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
実
り
あ
る
１
年
に
し
た
い

研
究
室
だ
よ
り
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と
思
い
ま
す
。

（
ゼ
ミ
生
一
同
）

基
礎
栄
養
学
（
鈴
木
）
研
究
室

本
研
究
室
は
今
年
度
、
ゼ
ミ
生
（
食

管
１０
名
）、
大
学
院
生
２
名
、
助
手
の

古
家
さ
ん
、
鈴
木
先
生
の
１４
名
で
研
究

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
基

礎
栄
養
学
の
知
識
を
活
用
し
、
腸
機
能

の
維
持
・
回
復
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
わ
る

５
つ
の
研
究
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

鈴
木
先
生
、
古
家
さ
ん
、
大
学
院
生
の

お
二
人
の
優
し
く
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を

頂
き
な
が
ら
、
充
実
し
た
１
年
間
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
ゼ
ミ
生
一
同
）

公
衆
衛
生
学
（
吉
田
）
研
究
室

今
年
度
の
公
衆
衛
生
学
研
究
室
は
十

名
の
ゼ
ミ
生
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
ミ
ネ
ラ
ル
に

関
す
る
研
究
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
行
っ
て
参
り
ま
す
。
現
在
は
各

自
が
論
文
検
索
、
ゼ
ミ
発
表
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
卒
業
研
究
に
加
え
就
職
活

動
や
国
家
試
験
の
勉
強
と
忙
し
く
過
ぎ

て
行
く
一
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

実
り
多
い
時
間
に
な
る
よ
う
、
微
力
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

（
助
手

川
田

）

公
衆
栄
養
学
（
今
井
）
研
究
室

いい

い
つ
も
元
気
で

ま

ま
い
に
ち
楽
し
く

いい

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

と

と
も
に
成
長
し
な
が
ら

も

も
り
上
が
っ
て
ま
す

こ

公
衆
栄
養
学
研
究
室（

ゼ
ミ
生
一
同
）

給
食
経
営
管
理
学
（
神
田
）
研
究
室

今
年
度
は
給
食
経
営
管
理
学
研
究
室

に
１０
名
の
ゼ
ミ
生
が
所
属
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
神
田
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
タ
ー

ト
当
初
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、

今
後
の
活
動
が
楽
し
み
で
す
。
卒
論
や

就
活
、
国
試
と
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、

充
実
し
た
１
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
微

力
な
が
ら
も
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
助
手

小
倉

）

臨
床
病
態
学
（
田
中
）
研
究
室

本
年
は
、
新
し
い
助
手
さ
ん
と
し
て

葉
山

さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
ゼ

ミ
生
が
１０
名
、大
学
院
生
は
５
名
で
す
。

あ
わ
た
だ
し
い
日
々
で
す
が
、
楽
し
い

１
年
と
な
り
そ
う
で
す
。
テ
ー
マ
は
、

疲
労
や
意
欲
や
自
律
神
経
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
充
実
し
た
学
生
生
活
に
な

る
よ
う
、
準
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
田
中
雅
彰
）

臨
床
栄
養
学
（
奥
村
）
研
究
室

着
任
後
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
第

２
期
生
８
名
（
４
年
生
）、
大
学
院
生

５
名
（
修
士
１
年
生
）、
尾
上

助

手
の
１５
名
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
新
し
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
研
究

室
で
す
の
で
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
し
な
が
ら
、
学
生
の
皆
様
が
楽
し

く
学
べ
る
環
境
や
研
究
体
制
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

（
奥
村
仙
示
）

生
化
学
（
倉
橋
）
研
究
室

今
年
度
は
食
管
３
名
の
ゼ
ミ
生
を
迎

え
、
明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
い
つ
も
元
気
な
彼
女

達
を
見
て
い
る
と
、
私
も
元
気
を
貰
え

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
ゼ
ミ
生
は
、
倉
橋
先
生
の
熱

心
な
ご
指
導
の
下
、
実
験
計
画
を
立
て

つ
つ
予
備
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
彼

女
た
ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
一
年
と
な

る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（

助
手

森
田

）

食
品
微
生
物
学
（
川
﨑
）
研
究
室

食
品
微
生
物
学
研
究
室
は
新
た
に
２

名
の
ゼ
ミ
生
が
加
わ
り
新
年
度
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
調
理
や
製
菓
に
用

い
ら
れ
る
植
物
の
葉
の
抗
菌
性
を
卒
論

テ
ー
マ
と
し
、
研
究
計
画
作
成
や
予
備

実
験
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
学
生
生
活
最
後
の
１
年
を
当
研
究

室
で
過
ご
す
彼
女
た
ち
の
活
動
が
実
り

多
き
も
の
に
な
る
よ
う
、
川
﨑
先
生
と

共
に
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
助
手

岡
田

）
食
品
物
性
学
（
山
本
）
研
究
室

今
年
度
は
１０
名
の
学
生
が
本
研
究
室

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
実
験
操
作
に
慣

れ
る
た
め
の
予
備
実
験
を
終
え
、
最
近

で
は
本
研
究
室
の
主
テ
ー
マ
で
あ
る
澱

粉
糊
化
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
４
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
分
か
れ

て
、
自
分
た
ち
で
実
験
計
画
を
立
て
な

が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
助
手

１
年
目
で
す
が
、
ゼ
ミ
生
が
ス
ム
ー
ズ

に
研
究
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
助
手

小
池

）

食
品
栄
養
学
（
森
）
研
究
室

本
研
究
室
は
、
ゼ
ミ
生
１０
名
、
大
学

院
生
１
名
で
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
真
剣
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

た
り
、
楽
し
く
お
喋
り
を
し
て
い
た

り
、
森
先
生
が
お
抹
茶
を
立
て
て
い
た

り
、
野
球
の
素
振
り
を
し
て
い
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
助

手
の
私
も
楽
し
い
で
す
。
私
自
身
も

日
々
成
長
し
な
が
ら
、
来
年
か
ら
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
彼
女
た
ち
を
最
大

限
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

（
助
手

橋
本

）

食
品
加
工
学
（
西
村
）
研
究
室

今
年
度
が
食
品
加
工
学
研
究
室
は
最

後
の
ゼ
ミ
生
で
記
念
す
べ
き
３０
期
生
で

す
。
食
物
４
名
、
食
管
１
名
が
各
々
実

験
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
結
果
に
期
待

を
し
つ
つ
、
学
生
最
後
の
貴
重
な
時
間

を
有
意
義
に
な
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら

精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
ゼ
ミ
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
西
村

先
生
は
あ
と
２
年
で
ご
退
官
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
挨
拶
を
考
え
て
お
ら
れ
る
場

合
は
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
助
手

辻

）

食
品
機
能
学
（
杉
浦
）
研
究
室

今
年
度
、
食
品
機
能
学
研
究
室
は
１０

名
の
ゼ
ミ
生
を
迎
え
ま
し
た
。
就
職
活

動
で
多
忙
な
中
、
慣
れ
な
い
分
析
機
器

の
扱
い
に
格
闘
し
つ
つ
、
与
え
ら
れ
た

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
彼
女
達
に
と
っ
て
は
学
生
生
活
、

私
に
と
っ
て
も
助
手
生
活
最
後
の
一

年
。
楽
し
く
、
笑
顔
溢
れ
る
毎
日
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ゼ
ミ

を
通
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
精

一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
助
手

樋
口

）

運
動
生
理
学
（
米
田
）
研
究
室

今
年
度
、
運
動
生
理
学
研
究
室
に
は

１０
人
の
ゼ
ミ
生
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

明
る
く
、
元
気
、
個
性
豊
か
な
顔
ぶ
れ

で
す
。
運
動
生
理
学
に
つ
い
て
興
味
深

く
学
び
、
卒
論
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
課
題
を
こ
な
す
大
変
さ
は
あ
り

ま
す
が
、
学
ぶ
喜
び
を
忘
れ
ず
、
研
究

を
楽
し
み
た
い
で
す
。
学
生
生
活
最
後

の
１
年
、
皆
で
励
ま
し
合
い
、
協
力
し

な
が
ら
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
ゼ
ミ
生
一
同
）
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生
活
科
学
会
第
五
十
八
回
大
会
案
内

日
時

七
月
三
日
（
水
）
午
後
三
時

場
所

楽
真
館
一
階
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

一
、
総

会

会
長
挨
拶

二
〇
二
三
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告

二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算
案
審
議

二
、
講
演
会

「
衣
装
か
ら
読
み
解
く
自
分
の

長
所
の
見
つ
け
方
・
伸
ば
し
方
」

茅
野
し
の
ぶ
氏
（
株
式
会
社
オ
サ
レ
カ
ン
パ
ニ
ー
取
締
役

兼

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

こ
れ
ま
で
視
覚
的
に
誰
か
の
琴
線
に
触
れ
る
様
な
衣
装
作
り
を
意
識

し
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
着
用
者
の
一
番
の
魅
力
を
引
き
出
す
た

め
に
そ
の
人
の
長
所
を
知
り
、
見
る
人
に
も
好
印
象
を
残
し
、
人
気
や

評
価
に
繋
げ
て
い
く
…
。
そ
れ
は
特
別
な
才
能
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

私
自
身
に
と
っ
て
も
同
じ
で
、
自
分
の
長
所
を
知
り
、
そ
れ
を
意
図
的

に
伸
ば
す
こ
と
に
よ
り
周
り
か
ら
の
需
要
を
生
み
、
評
価
を
得
る
と
い

う
事
が
一
番
の
近
道
と
い
う
こ
と
を
若
い
頃
に
実
感
し
自
分
の
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
皆
さ
ん
に
も
実
践

し
や
す
く
、
周
囲
か
ら
評
価
を
得
ら
れ
や
す
い
環
境
の
作
り
方
を
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

〈
講
師
紹
介
〉

Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
創
設
当
初
よ
り
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
秋
元
康
氏
の
下
で

衣
装
担
当
と
し
て
活
動
。

そ
の
後
、
デ
ザ
イ
ン
・
衣
装
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
な
ど
の
事

業
を
担
う
オ
サ
レ
カ
ン
パ
ニ
ー
社
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
。
メ
ン
バ
ー
の
個
性
を
引
き
出
す
デ

ザ
イ
ン
と
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
こ
れ
ま
で
に
携

わ
っ
て
き
た
衣
装
は
お
よ
そ
四
万
着
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
以
外
に

も
、＝

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
や≠

Ｍ
Ｅ
・≒

Ｊ
Ｏ
Ｙ
と
い
っ
た
ア
イ

ド
ル
か
ら
、
声
優
、
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
２.５
次
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
衣
装
、
さ
ら
に
近
年
で
は
学
校
制
服
・
医
療
制

服
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
も
尽
力
。

問い合わせ先

同志社女子大学生活科学会
〒602-0893 京都市上京区今出川通寺町西入
（E-mail）hlgakkai@dwc.doshisha.ac.jp
（TEL） 075-251-4211
（Web サイト）

https://hlgakkaidwcla.com/

京友禅型絵染め体験
内 容 京町家を活用した工房で、京都府一帯で

作られる伝統工芸品「京友禅」の染め技
法の一つである、「型絵染め」を体験し
ます。模様が彫られた型紙を使用し、自
身が選んだ図を構成し、染料を生地に刷
り込みオリジナルトートバッグとペンケ
ースを制作します。また、制作物はお土
産として持ち帰ることができます。

日 時 2024年 11月 30日（土）13 : 00～14 : 30
場 所 京友禅体験工房 丸益西村屋

〒604-8276京都市中京区小川通御池南
入る

・市バス 「堀川御池」下車 徒歩 5分
・電 車
地下鉄「烏丸御池」4-1番出口から徒歩 9分
地下鉄「二条城駅前」2番出口から徒歩 5分

集合時間 12 : 50までに現地集合
参加費 500円
定 員 30名
受付期間 2024年 11月 11日（月）～11月 15日（金）

（要申込、申込多数の場合抽選となる可
能性があります）

会究研

テーブルマナー（フランス料理）を学ぶ

内 容 ホテルスタッフの方から解説をして頂きな
がら、フランス料理のコース（6,000円相
当）をいただきます。この機会にフォーマ
ルな場面のテーブルマナーを身に付けませ
んか。

日 時 2024年 11月 2日（土）
12 : 00～14 : 00

場 所 都ホテル 京都八条
〒601-8412 京都市南区西九条院町 17
（京都駅八条口）

集合時間 11 : 40に宴会場 陽明殿・東（地下 1階）
に集合

参加費 1,000円
定 員 30名
受付期間 2024年 10月 7日（月）～10月 11日（金）

（要申込、申込多数の場合抽選となる可能
性があります）

会学見

大会講演会・研究会・見学会のお申込みは、生活科学
会 Web サイト内申込フォーム、E-mail、ハガキのみと
させていただきます。必ず、氏名・住所・メールアド
レス（お持ちでない方は電話番号）・学籍番号もしくは
卒業年を明記してください。

申 込 方 法

参加費無料・要申込
【受付締切：6/26（水）】
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